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1．本研究の目的  
地域に居住する外国人のコミュニケーション問題の一つに，日本語の文字・香き言葉が  
阻難であることが挙げられる．「東京都在住外国人生活実態調査」では，日本語を「蔑む」  
「書く」ことができるのはおよそ30％であると報告されている（東京都生活文化局1997）．  
・本研究は，非湊字圏出身者が日常で文字情報とどのように接し，対応しているのかとい  
う実態について，インタビュー調査を行い，言語管理理論の視点から分析したものである．   
生活で日本語の文字情報がわからないことに対する非母語話者の調整には，二つのこと  
が考えられる・一つは日本帯を学習し，その知識を基に理解しようとすること，もう一つ  
は外国育や図など，日本語以外の情報を利用することである．また，周囲の人に聞くこと  
も考えられる．日本帯母語話者側も少しではあるが，多言語やわかりやすい日本譜を提供  
するなどの調整を行っている．   
日本帯は英字仮名交じりという複雑な表記体系を待つため，非湊字圏出身者が文字情報  
を理解しようとするには難しく，他者からの支援が必要とされると考えられる．言帯管理  
には自己管理と他者管理とがあるが，本稿では，非母語話者が文字情報を蔑み，理解しよ  
うとする際の調整行動を分析し，自身による調整と他者による調整がどのように現れたか  
をまとめた．  
ユ．先行研究  
地域在住外国人調査で，文字習得について質問紙調査を行ったものでは，「就労外国人に  
おける読み能力と寄手能力の習得」（衣川199め，鼓字に関しては「多文化社会における敬  
重の再構築」（野元1卵9）がある．   
意味交渉研究の流れの中で，母語話者による書き言葉の調整を扱ったものには「フォリ  
ナー・ライティング」（鄭1999）かある．  
・音譜管理による分析を行った先行研究払接触場面での会話を扱ったものが主であり，  
文字との接触場面を扱ったものはない．言語管理理諭を用いて地域の日本語支援における  
リテラシー行動を類型化したものには，石井（199めがある．  
－98－   














